
本
郷
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長
挨
拶

4
月
1

日
の
人
事

異
動
で
、

本
郷
地
区

地
域
づ
く

り
セ
ン

タ
ー
長
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
清
澤

秀
幸
で
す
。
正
直
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

さ
て
、
着
任
し
て
約
4
か
月
、

本
郷
地
区
は
、
木
々
の
爽
や
か
な

新
緑
や
潤
沢
な
湯
に
恵
ま
れ
、脈
々

と
引
き
継
が
れ
た
伝
統
文
化
と
調

和
の
と
れ
た
街
並
み
が
あ
り
、
こ

こ
に
住
み
た
い
と
思
え
る
ほ
ど
の

優
位
性
と
可
能
性
を
持
っ
た
地
域

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、
松
く
い
虫
対
策
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
対
策
、

道
路
の
狭
隘
対
策
、
地
域
福
祉
の

充
実
な
ど
地
域
特
有
の
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、

一
致
団
結
し
て
、
地
域
の
課
題
の

解
決
と
発
展
の
た
め
、
専
心
努
力

い
た
す
所
存
で
す
。
私
た
ち
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
す

る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
ま

す
と
同
時
に
、
ご
支
援
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
郷
支
所
・
本
郷
図
書
館
・

　
本
郷
公
民
館
人
事
異
動
紹
介

本
郷
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・

本
郷
支
所

　
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

　
　

�

江
泉　
良
教
→
布
山　
智
子

本
郷
図
書
館

　
館
長

�

（
新
規
配
属
）
→
百
瀬　
　
智

本
郷
公
民
館

　
公
民
館
主
事

　
　

�

小
山　
高
志
→
分
部　
哲
志

ア
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
学
芸
講
座

6
月
22
日
、
大
規
模
改
修
工
事

の
た
め
休
館
中
の
松
本
市
美
術
館

の
大
西
学
芸
員
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
戦
後
美
術
を
探
る
と
題
し
て

講
座
を
開
き
ま
し
た
。

戦
後
の
前
衛
芸
術
の
潮
流
を
見

な
が
ら
本
郷
国
民
学

校
で
臨
時
教
員
を
し

て
い
た
藤
松
博
さ
ん

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当

て
、
草
間
彌
生
さ
ん

と
の
比
較
も
交
え
な

が
ら
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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 令和 3 年 7 月 1 日現在

 人　口　 14,286 人
 男　性	 6,905 人
 女　性	 7,381 人
 世帯数	 6,794 戸

6
月
26
日
、
27
日
に
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
た
ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ

原
高
原
自
転
車
レ
ー
ス
大
会
は
、

首
都
圏
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
の
延

長
を
考
慮
し
、
6
月
2
日
に
大
会

実
行
委
員
会
か
ら
中
止
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

写真は全て過去のツール・ド・美ヶ原のもの

大
音
寺
山
親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

6
月
26
日

土
曜
日
に
本
郷

地
区
子
ど
も
会

育
成
会
・
本
郷

公
民
館
主
催
の

大
音
寺
山
親
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
は
、
御
殿
山
に
足
を
運
ん

で
い
ま
し
た
が
、
松
く
い
虫
に
よ

る
枯
死
木
の
伐
採
作
業
が
行
わ
れ

て
い
た
た
め
、
今
年
は
大
音
寺
山

へ
コ
ー
ス
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
は
親
子
3
組
で
し
た
が
、
当

日
は
天
気
も
良
く
気
持
ち
の
良
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

山
中
、
平
成
14
年
に
起
き
た
山

林
火
災
の
激
し
さ
を
物
語
る
様
に
、

今
な
お
黒
く
焼
け
焦
げ
た
木
々
が

残
っ
て
お
り
、
市
街
地
に
い
る
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
当
時
の
様
子

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
山
頂
か
ら
の
下
山
中
に
は
、

雨
の
影
響
で
崩
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
で
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
い
る
中

で
身
近
に
感
じ
る
こ
と
も
出
来
、

防
災
へ
の
意
識
が
高
ま
る
と
と
も

に
、
非
日
常
的
な
自
然
を
感
じ
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
り

ま
し
た
。

来
年
は
よ
り
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
浅
間
温
泉
第
7
町
会　
Ｋ
）

昨
年
も
緊
急
事
態
宣
言
発
令
後

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
か
ら
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
今
年
こ
そ
と
開
催
を
待
ち
望

ん
で
い
た
関
係
者
、
参
加
者
の
方

も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
行
委
員
会
で
は
、
定
員
の
制

限
、
ス
タ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
後
の
対

応
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
万
全
の
対

応
で
臨
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
全
国
的
な
感
染
拡
大
に
は
敵

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
早
期
収
束
と
、
各
行
事
が
無
事

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

今
年
も
中
止
に̶

̶

ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ
原
高
原
自
転
車
レ
ー
ス
大
会



古
今
東
西

フ
リ
ー
コ
ラ
ム
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た
地
震
、
水
害
の

際
に
避
難
場
所
と

し
て
の
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
耐

震
補
強
を
す
る
よ

り
も
今
の
状
況
に

合
っ
た
建
物
に
新
築
し
た
方
が
良

い
と
い
う
事
に
な
り
、
建
設
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
今
春
よ
り
申
請
が
通

り
、
現
在
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

写
真
は
解
体
前
に
撮
っ
た
物
で
、

近
年
ま
で
の
改
築
に
よ
り
玄
関
と

中
の
ト
イ
レ
、
鉄
骨
の
非
常
階
段

な
ど
が
増
え
、
立
派
な
建
物
と
な

り
多
く
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
活

躍
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
最
後
は

寂
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

特
に
私
は
約
20
年
間
保
育
園
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
時
分
の
園

児
で
あ
り
、写
真
は
2
年
保
育
だ
っ

た
時
の
卒
園
式
で
す
。

今
で
は
戸
数
が
減
っ
て
い
る
三

才
山
町
会
で
す

が
当
時
は
結
構

大
勢
の
園
児
が

い
て
、
地
域
柄

イ
ナ
ゴ
捕
り
に

行
っ
て
、
先
生

が
佃
煮
に
し
て

く
れ
た
記
憶
な
ど
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

67
年
間
の
感
謝
と
共
に
新
し
く

な
る
公
民
館
に
期
待
し
ま
す
。

　

�

（
三
才
山
町
会　
Ｙ
）

地
図
か
ら
見
る
本
郷
村

文
書
館
で
複
写
い
た
だ
い
た
昭

和
6
年
（
１
９
３
１
年
）
の
松
本

市
全
図
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
本

郷
村
浅
間
附
近
と
書
か
れ
て
い
て
、

地
図
上
に
運
動
場
前
駅
（
現
在
の

松
本
第
一
高
校
前
）
か
ら
東
に
野

球
場
、
西
に
陸
上
競
技
場
が
あ
り

ま
す
。
当
時
を
思
え
ば
、
二
つ
の

大
型
体
育
施
設
に
、
温
泉
が
加
わ

れ
ば
松
本
市
の
地
図
に
本
郷
村
を

加
え
て
掲
載
す
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

規
模
の
大
き
な
松
本
市
に
あ
る

コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
公
民
館
事
業

の
ホ
タ
ル
観
察
会
に
あ
た
り
、
ホ

タ
ル
に
係
る
66
才
と
な
っ
た
自
分

の
想
い
を
綴
り
ま
す
。

生
坂
村
の
生
家
の
近
く
に
裏
山

か
ら
の
湧
水
が
留
ま
る
小
さ
な
堤

が
あ
り
ま
し
た
。

春
に
「
セ
リ
」
が
採
れ
、
初
夏

に
は
ホ
タ
ル
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ワ
ッ
フ
ワ
ッ
と
弱
々
し
く
舞

い
遊
ぶ
光
が
ま
ぶ
た
を
閉
じ
る
と

見
え
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、サ
ー
ッ

と
涼
し
げ
な
風
ま
で
も
想
い
出
さ

れ
ま
す
が
、
さ
て
、
最
後
に
ホ
タ

ル
の
光
を
観
た
の
が
何
時
だ
っ
た

か
を
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ホ
ッ
、ホ
ッ
、ホ
タ
ル
来
い
あ
っ

ち
の
水
は
苦
い
ぞ
…
こ
っ
ち
の
水

は
甘
い
ぞ
…
ホ
ッ
、
ホ
ッ
、
ホ
タ

ル
来
い
! !
」
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
唄

の
様
で
あ
り
、
罠
を
思
わ
せ
る
詐

欺
ま
が
い
に
聞
こ
え
る
の
は
、
年

を
重
ね
て
き
た
せ
い
な
の
で
し
ょ

う
か
…
。

本
郷
地
区

に
居
を
構
え

て
20
年
以
上

経
ち
ま
す

が
、
今
年
こ

そ
観
る
事
が

で
き
そ
う
な
、
洞
地
区
の
ホ
タ
ル

の
里
か
、
美
鈴
湖
へ
の
登
坂
路
の

ホ
タ
ル
の
里
で
、
忘
れ
か
け
、
消

え
か
け
て
い
る
記
憶
の
光
を
、
か

わ
い
い
孫
と
観
に
行
き
リ
セ
ッ
ト

し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
水
汲
町
会　
Ｏ
）

北
アル
プ
ス
と
浅
間
温
泉

浅
間
温
泉
か
ら
見
た
北
ア
ル
プ

ス
連
峰
は
、
多
く
の
旅
人
た
ち
を

魅
了
し
て
き
た
山
並
み
で
す
。

浅
間
温
泉
を
訪
れ
た
旅
人
、
特

攻
隊
員
、
疎
開
児
童
、
多
く
の
文

人
墨
客
、
近
年
観
光
客
が
少
な
く

温
泉
街
に
歌
が
聞
こ
え
て
こ
な
い

淋
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の

景
観
は
変
わ
ら
ず
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

か
の
川
島
芳
子
が
処
刑
さ
れ
る

前
に
浅
間
の
写
真
を
所
望
し
た
と

い
う
話
を
聞
く
と
、
い
つ
か
見
た

浅
間
か
ら
の
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
た
の
で
は
と

推
察
し
ま
し
た
。

�

（
浅
間
温
泉
第
2
町
会　
Ｎ
）

三
才
山
町
会
公
民
館
新
築

昭
和
29
年
に
建
築
さ
れ
、
同
時

に
保
育
園
と
し
て
使
用
さ
れ
た
公

民
館
で
す
が
、
こ
こ
最
近
に
起
き

の
に
、
本
郷
村
の
横
田
地
籍
を
駅

名
に
し
て
い
て
、
合
併
前
か
ら
市

と
村
は
連
携
し
て
お
り
、
近
く
に

あ
る
と
は
言
え
本
郷
村
の
勢
い
を

感
じ
ま
す
。

街
づ
く
り
は
都
市
計
画
の
策
定

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
２
年（
１

９
２
７
年
）
に
松
本
市
と
本
郷
村

を
合
わ
せ
て
都
市
計
画
区
域
と
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
都
市
計

画
地
図
を
見
な
が
ら
合
併
以
前
か

ら
の
地
道
な
連
携
に
重
み
を
感
じ

ま
す
。

少
し
昔
の
地
図
を
見
て
振
り

返
っ
て
み
る
の
も
い
い
事
で
す
。

（�
横
田
第
７

�
町
会　
Ｔ
）

野球場

運動場前駅
陸上競技場

横田駅

昭和６年松本市全図から抜粋▶

◀昭和48年松本市
　都市計画図から抜粋

親
子
ホ
タル
観
察
会
に
あ
た
り
…

写
真
上
と
左
は
洞
の
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
乱
舞
の
里

下
写
真
は
浅
間
温
泉
ホ

タ
ル
の
里

合
併
50
周
年
特
別
企
画

50
年
に
よ
せ
て


